
 

事業所名 グループホーム悠遊荘              

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 平成 ２９ 年 １２ 月１９日（火）１４ 時００分～１５ 時００分 

参 加 者 議   題 

利用者      ２ 名 

利用者家族    １ 名 

地域住民の代表者 ２ 名  

民生委員     １ 名 

市職員      １ 名 

地域包括支援センター職員 １ 名 

事業所      ２ 名 

・活動報告 

・外部評価目的達成計画 

・質疑応答 

 

 

 

 

会    議    録 

平成 29年度第５回運営推進会議報告書 

１、 挨拶、自己紹介 

２、 １１月、１２月の活動報告 

11月 

1０月３０日／1１月 1日 瀬戸旭看護学生 2名 実習。 

７日 （火） 往診、インフルエンザ予防接種            

15日（水） K様、誕生日会 

16日 （木） 耳鼻科定期受診（あさいクリニック） M様、K様 N様 

その後（紅葉見物） 

午後 I様M様 K様外出（紅葉見物）、元町珈琲 

17日（金） フラダンス、カラオケ、ボランティア（5名）来荘 

19日（日） K様 Y様 A様 外出（紅葉見物） 

2１日（火） ボランテア看護師中西様来荘、 

（作業療法として布を切ってリサイクル） 

24日（金） ボランティア中西様 

フットケアとタッチタッピング。塗り絵。 

30日（木） 耳鼻科定期受診（あさいクリニック）K様M様 Y様 

12月 

5日（火）  往診 

8日（金 ） I様 浅井病院受診（腰痛のため） 

9日（土）  大正琴ボラ（3名）来荘 19日（火）  理容 

2４日（日） クリスマス会 サンタクロースの衣装で盛り上がる。 



３、外部評価目標達成計画経過報告 

 11 月 12 月はボランティアの方が 5 回と看護学生が実習で来て下さる。地域

の大正琴、カラオケボランティアの方は初来荘。看護師資格のあるボランテ

ィアによる作業療法も楽しく行っていた。 

４、質疑応答・意見交換 

Q：異食のある利用者のその後の状況は？ 

A:見守りを徹底して異食に繋がらないよう気をつけている。 

職員の入れ替わりがあり新しい職員への指導は充分か？とのご意見をいただ

いたので今後も指導をしっかり実施し事故のないように努める。 

荘の裏手が崖のため、土砂災害警戒区域にあたるため、避難確保計画を早急

に作成するよう指導を受ける。 

退所された方の近況報告では、遊びに来ると「帰らない」と言いそうなくら

い懐かしく思っているとの事で嬉しく思った。 

 

 

 次回予定   平成 30年 2月 20日（火）14時～15時  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


